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今日のおはなし

‐親・家族にとっての障がい児の子育て

‐ 障がい児相談支援の目的・技術・魅力

‐こどもの権利と免責と自立と

‐障がい児支援の現状

‐まとめ





















幼児期までは建物の基礎、小学生や中学生は柱や
屋根、青年期は内装や家具… 建物ができてから
基礎を治すことはできない。

佐々木正美



子育て初心者の親 ・ 未経験な家族

- 障がい児の親である前に、親として初心者

- 経験したことのないことへの対応を求められる

- 見通しが十分でないまま歩み始める不安と葛藤

- 受容を求められる前に受容されたい思い



親が障害のあるわが子を受容していく過程での支援（第4報）：佐鹿孝子



成人期

乳児期

幼児期

学齢期

青年期

こわれたイメージ・・・
あらためて積み重ねていく
そのプロセスを支える

ライフステージと家族のイメージ

児童発達支援・児童発達支援センター

保育所等訪問支援

放課後等デイ

特別支援学校
特別支援学級（知・情）
通級指導教室（言・情）
通常学級

障がい者就労
生活介護
就労支援（A・B・移行）
グループホーム
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「この子が健常児の中で過ごす

最後の1年だから…」

・お母さんの言葉から学んだこと… 地域の現実

・教育、医療、福祉 … 必要なのはその子らしさと暮らし

・幼児期支援の重要性とその責務



子

「手塩にかける」の手塩とは、“手塩皿”の略で、食膳に備えられた食塩のこと。
江戸時代にはほとんどの味付けが塩で行われていた。 小皿に少量の塩を盛った手
塩を食膳に置き、それを使って料理を自分好みの味付けにしていたという。手塩
皿を使って細かく味を調整する様子が転じて、自分で面倒を見ることを「手塩に
かける」と表現するようになったとか。

手塩にかける ＝ 自分好みに味付けする   とすると…

一生懸命に、手塩にかけて子育てをすることの目的や意味あい、あり様について、
もう少し考えようがあるのかも。

手塩にかける



主訴≠ニーズ ・ 手段≠目的

‐ 主 訴 ＝ 当事者の言葉・発言そのもの
‐ ニーズ ＝ 解決すべき課題・思い・願い
‐ 手 段 ＝ 課題解決のための具体的手立て
‐ 目 的 ＝ ニーズが満たされることで実現すること

（例えば…）
‐ 「支援学級に行かせたい」→ 「 」
‐   目的は？ 手段は？

＋
相談支援の必要性!!



引用：厚労省㏋
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氷山モデル

‐多動
‐不安
‐こだわり
 - 癇癪

‐認知
‐感覚
‐想像力
‐情報処理
‐持続性

こどもが見せる様子

要因となる特性

環境

などなど



個性？ 特性？わがまま？

こどもの行動には理由がある

「わざと」「わがまま」「なまけ」に見える

・不必要に責められたり叱られる

・拒否や回避するための行動の結果、不適応が進む（カムフラージュ）

・自分で理由を考え、調整し、変更するのは難しい

誰よりも困難を感じているのは子ども自身

・正しく子どもの“行動”と“気持ち”を見る姿勢を持つこと

・主観でなく、まず実際の行動を、具体的に、丁寧に追うこと

・行動の原因に合わせた対応策を検討していく

→今できることか、少し先にめざすことか考えることも大切



得意なこと

・見て理解すること

・答えや正解のあること

・具体的なこと

・いつもと同じこと

・細かいところへの注目

・好き、興味感心への集中

得意なことと苦手なこと

苦手なこと

・言葉で理解すること

・想像すること

・抽象的なこと

・いつもと違うこと

・全体としてとらえること

・集中を持続すること

苦手なことは手伝う・補う・一緒に取り組む

得意なことは活かす・認める・一緒に広げる



コミュニケーションって？

身近な人の信頼関係が土台 ソーシャル・レファレンシング

自分の好きなことや心地よい環境などに気づいていく

表情や声、体の動きとして出力され、受けとめられ、整理され、出力される

持っている機能を十分に活かし、機会をつくり、受けとめられる環境を



社会性って？

土台は安全で安心であること

自分の望む過ごし方ができる選択肢が用意されているか

他の大人やこども、遊びや活動への気づきと体験の機会があるか

見通しや役割、ルールや背景を知る、学ぶ、教えてもらえる機会があるか

その子のなかにある“自分”を大切に



武装すれば最強！

求められるのは武装解除とスタンダード

大好きなこと、得意なこと ＝ 安全基地

相手にとって、みんなにとって の前に 自分にとって

折り合いのつけ方は後から考えよう 工夫しよう

合理的配慮



療育ってなに？ 期待を込めて…

- 特性や学習スタイルを理解するための評価

- 日常生活への般化と将来への自立支援

病 院：評価と診断の場

- 個別性と専門性に基づく練習機会の提供

園や学校：実践の場

診断があるから療育を利用する （×）
課題解決のための手段としての療育（〇）





経験・スキル・概念 幼児期

学齢期

青年期

成人期

トライアングルエフェクトという考え方

発揮の場・機会



相談支援の基本的視点
‐ 個別性の重視
‐ 生活者視点・QOLの重視
‐ 本人主体、本人中心
‐ 自己決定（意思決定）への支援
‐ エンパワメントの視点、ストレングスへの着目
‐ 権利擁護（アドボカシー）
‐ 地域の多様な資源へのアクセスと活用、資源開発
‐ チームアプローチ、多職種連携

相談支援専門員の職務に影響すること
‐ 成育歴、経験
‐ 思想、信条、価値
‐ 環境
‐ 教育
 -  知識、技術
 -  健康、体調
 -  コンピテンシー
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コンピテンシーの氷山モデル

‐知識
‐スキル
‐態度

‐価値観
‐思想
‐信頼
‐動機
‐使命感

「コンピテンシー」 ＝ 発揮する力

後
天
的

先
天
的

能力・業績 ≠ 知識・スキル・態度



相談支援の目的とプロセスと技術と

（１）目的

（３）知識・技術
              - こどもの発達、障がい特性、ライフステージの理解

- 面接技術、環境設定、ファシリテーション
- 園、学校の枠組み、仕組みの理解

‐ 個別性の重視 ‐ 生活者視点・QOLの重視
‐ 本人主体、本人中心 ‐ 自己決定（意思決定）への支援
‐ エンパワメントの視点、ストレングスへの着目
‐ 権利擁護 ‐ 地域の多様な資源へのアクセスと活用、資源開発
‐ チームアプローチ、多職種連携

（２）プロセス

インテーク → アセスメント → プランニング → モニタリング →



課題達成のための多職種連携とチームアプローチ

自分

子どもと家族

医療

園・子育て支援

教育

療育・福祉
サービス

SC・SSW
相談支援専門員



論点①（こども・保護者視点）

‐我が子の状況や必要な支援を理解しないまま手続きとして進んでいる

‐保護者が目的や見通しを理解しないまま病院受診をしなければならない

‐目的や目標が曖昧なままで、終結が見通せない

‐安心して相談したり課題整理をしてもらえる選択肢が少ない、わからない

‐療育について十分理解しないまま空き、近さ、送迎有無等で事業所を選択

‐園や学校から療育利用を勧められることが多い
→園の人手不足、中堅層など人材不足… やめてほしいと言われることも…

‐共働きの保護者が多く、コミュニケーション不足による課題も

‐インクルージョンと特別支援教育の考え方による課題



論点②（相談支援専門員視点）

‐こどもの発達や障がいの有無、特性について聞かれてもよくわからない

‐年齢によって相談内容や対応することが大きく異なる

‐保育園、こども園、幼稚園、小学校… それぞれのことがよくわからない

‐療育事業所が多くてそれぞれの取り組みの理解やマッチングが難しい

 - 医療、保健、保育、教育 それぞれの考えや方針が異なり対応しにくい

‐保護者が面談を夕方遅くや土日に希望されることが多い

‐保護者の思いや意向が強く、考えや意見を言いにくい

 - 一般相談と基本相談の線引きが難しく、役割分担がしにくい

 - 報酬につながりにくく、件数をたくさん抱えられない



倉敷地域の経緯・現状・課題

‐計画相談導入時から原則セルフプランを認めない方針でスタートした

‐利用までのプロセスを簡素化し、事業所が決まって、申請段階から相談支援が
関わるようにしていた ※現在はまずは①相談支援事業所②事業所の検討に

‐「倉敷市総合療育相談センターゆめぱる」が児童版のⅠ型機能を果たしている
→健診フォローや園や学校での指摘後、まずは「ゆめぱる」へという共通認識ができてきている

‐相談支援事業所ごとに、得意な対象のお子さんの年齢、タイプ、対象エリア、空き
状況などをゆめぱるが把握し、個別に紹介している

‐子育て支援や福祉サービス、医療、インフォーマル資源などの情報が集まりやすい
ゆめぱるが、支援者支援の役割も果たしている ※こども部会の事務局機能も

 - 園や学校の先生との合同勉強会、校長会での説明、保訪導入時のケース会必須など

 - 総量規制を継続している一方で療育利用希望者が多く、サービスにつながらない
→4月時点で定員がいっぱいな事業所がほとんど。児発で1年、放デイは数年待機しての利用も珍しくない

 - 不登校や家庭内暴力、虐待や生活困窮などサービスにつながりくいケースも
→Ⅰ型との連携や重層的支援体制整備事業の活用など



障がい児相談支援の意義（需要）

・質の向上・人材育成
・報酬増による運営の安定
・地域に根ざした事業運営

・地域ニーズの把握
・福祉計画策定の根拠
・計画的なサービス提供

・地域課題の抽出
・多職種連携の契機
・誰もが暮らしやすい
地域づくり

こども・家族

事業所

行政地域

・こどもの権利の保障
・家族の子育て支援
・将来に向けた自立支援
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